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１．米沢市の公共交通の課題（案） ～調査結果（速報）を踏まえた現時点版～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

米沢市地域 

公共交通計画 

 

米沢市の公共交通の課題（案） 

 

 

公共交通の現状整理 

２．米沢市の地域特性 

・移動特性 

○平成 7 年から人口は減少

傾向、平成 27 年には

85,520人と10千人以上

（約 1割）減少している。 

○高齢化率は増加傾向で平

成 27 年は 28.4％、年少

人口は減少傾向で平成 27

年は 12.3％である。 

○将来的にも人口減少・少子

高齢化がさらに進行。 

○人口分布は、市街地に集

中。 

○主要施設の多くは、市街地

に立地。 

○市民の通勤・通学は９割前

後が市内移動。隣接自治体

からの流入が見られる。 

３．米沢市の地域公共

交通ネットワー

クの現状 

○市内には鉄道駅が９駅。 

○バス交通は、路線バス６路

線、市民バス・市街地循環

バス、のりあいタクシー。 

○バス交通の利用は減少し

続けており、特に路線バス

の輸送量をみると白布温

泉線と小野川線以外は非

常に小さい（２～６人）。 

○市内には地域間幹線系統

及び地域内フィーダー系

統といった国庫補助路線

がなく、県補助と市町負担

で維持している。 

基本的な方針 

基本目標と 

目標値 

目標達成の 

ための施策・

事業 

（施策体系、

各施策の内

容、実施スケ

ジュール等） 

①人口減少社会やまちづくりの視点から公共交通の維持・活性化が必要 

・高齢社会に対応した暮らし・おでかけの足の確保 

・コンパクト＋ネットワークを支える公共交通の維持・形成 

・米沢に住み続けるための条件としての交通利便性の確保 

②公共交通の維持・確保が将来的に更に困難になることが予想される中

において、ネットワークの効率化と利用促進が必要 

・人口減少・少子化による公共交通の需要減（利用減、収支低迷、市負担額増） 

・コロナによる新しい生活様式への対応 

・公共交通リソースに拘泥しない様々な輸送資源の「総動員」が必要 

③市街地におけるバス路線の適正化、利便性の維持・向上が必要 

・市街地において路線バス・市民バスが重複し、利用実態に合っていない 

・市街地内の移動需要の変化が想定される（米沢市立病院の整備等） 

・市街地内にも公共交通の不便な地域が存在 

④郊外部から市街地への適切かつ持続可能なアクセス手段の確保が必要 

・郊外部における薄く広がった人口分布、高齢化の顕著な進展 

・公共交通の利用が不便な地域の存在（バス停までの距離、運行本数、料金等） 

・市内路線バスの低い利用率への対応 

⑤広域的な移動手段の維持が必要 

・圏域の暮らし（通学・買い物・通院等）と交流（非日常のおでかけ・観光等）

を支える中心市からの広域ネットワークの形成 

・超広域（県跨ぎ）の移動に対応したネットワークの強化（新幹線・在来線・

高速バス等）に対する検証 

⑥市内の主要拠点を核とした公共交通同士の適切な連携による一体性

の向上が必要 

・市内の鉄道駅（９駅）の交通結節機能の活用 

・米沢駅と市街地が離れており、市民の生活拠点と交通拠点が異なる可能性 

・バス待環境（雪・雨や風をしのげる場所）の必要性 

・鉄道・バス・タクシー等の乗り継ぎ利用を想定した、駅構内・駅前の案内サ

イン・総合案内、乗り場案内、バス停表示等の対応 

計画の達成 

状況の評価 

（評価の考え

方、評価指標・

数値目標、計

測・データ取

得方法、評価

スケジュー

ル ・ PDCA

等） 

計画の推進

（推進体制、

実施主体と役

割、庁内連絡

体制等） 

資料３-４ 

１．上位・関連計画にみる米沢市のまちづくりとして

公共交通に求められること 

○市が目指す将来像「ひとが輝き 創造し続ける 学園都市・米沢」

の実現に向けて、重点事業９（「コンパクト・プラス・ネットワーク」の

まちづくりの推進）として公共交通機関の充実が求められている。 

○「大学と連携した学園都市の推進」に向けて、学生のニーズに対応

した利便性の高い公共交通機関等の整備推進が求められている。 

○「コンパクトで魅力あふれる快適な都市づくり」に向けて、誘導区

域内を快適に移動できるとともに、都市機能誘導区域と周辺地域を

円滑に移動することができる利便性の高い公共交通ネットワーク

の構築が求められている。 

○その他、新市庁舎が令和 3年 5月開庁予定、米沢市立病院が令和５

年度開院予定（三友堂病院と併設）であり、施設整備に対応した公

共交通の見直しが必要である。 

４．実態・ニーズ把握調査等の速報（概要） 

○市民アンケート 

・日常生活における主な移動手段は、15～19歳が「家族・知人の送

迎」「自転車」、20歳以上は「自分の車」が多い。目的地は「市内」

中心。 

○民生委員アンケート 

・運転免許を持っておらず、車を自由に運転出来ない方の移動手段は

「家族や知人の送迎」「タクシー」が中心。 

・移動手段に関する事としては「バス停まで遠い」「バスの本数が少な

い」「冬期にバス停での待ち時間は辛い」「のりあいタクシーの利用

方法が分からない」「交通費が高い」等。 

○バス利用実態調査 

・市街地循環路線以外の路線で対応できる ODは約 7割を占める。 

○米沢駅の改札口カウント調査 

・高校生の移動手段は登下校時で異なる可能性がある。 

・平日夕方に米沢駅からバスが出ているが、鉄道を降りた後バスに乗

り換える人が少ない。 

○フィールドワーク・ワークショップ 

・「電車とバスとの接続が悪い」「冬期になると遅延しやすい」「米沢駅

構内から出たとき、バス乗り場の位置、行先が分かりづらい」「バス

停が狭い」などが使いづらい点として挙げられた。 

○【参考】まちづくり総合計画基本計画改定に向けたアンケート 

・一般の方の施策評価では、「利便性の高い道路・交通網の整備」は、

重要度は高いが満足度は低い。 

・高校生が「暮らすまち（地域）を検討する際に重視すること」とし

ては、「公共交通機関の便が良い」が 68.2％と最も多い。等 
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【米沢市の地域公共交通ネットワークの現状・課題図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■白布温泉線 

〇関小学校への通学、白布温泉

への通勤、宿泊利用がみられ

る。 

〇冬期になると興譲館高校の生

徒も利用される。 

〇冬期間の遅延、滑りやすい路

面が多く運行に注意が必要。 

■その他の課題 

〇新庁舎、米沢市立病院の移転

を見据えた見直しが必要。 

〇米沢駅構内から出たとき、バ

ス乗り場の位置、行先が分か

りづらく、鉄道・バス・タクシ

ー等の乗り継ぎ利用を想定し

た、駅構内・駅前の案内サイ

ン・総合案内、乗り場案内、バ

ス停表示等の対応。 

〇運転手の確保（市街地循環路

線、万世線） 

■のりあいタクシー（山上・田

沢・広幡） 

〇冬期において道幅が狭く運行

時間が長くなる。 

〇積雪のため自宅までは入れ

ず、近くの道路に出てきても

らわなければならない。 

〇田沢、広幡は 1 便あたりの人

数が 2 人を下回っており固定

客の利用が中心。利用者数を

伸ばす取り組みが必要。 

〇当日予約等の繁忙時における

予約受付オペレーターの負担

軽減。 

〇初心者や慣れていない方への

対応で時間が長くなるので、

利用者への周知活動を強化し

て欲しい。 

■小野川線 

〇館山局～米沢駅間の通勤、小

野川温泉の宿泊客が利用。 

〇冬期になると第三中学校の生

徒も利用される。 

〇冬期間の遅延、旧旅館春木屋

付近の道幅が狭い。 

■小松線 

〇市外へ運行する路線 

〇税務署前、イオン米沢店、舟山

病院への通勤・買い物・通院利

用が若干名みられる。 

〇通学利用はあまりない。 

〇冬期間の遅延、滑りやすい路

面が多く運行に注意が必要。 

■上郷線 

〇日中帯において、花沢大橋～

天神前まで利用が多い。 

〇冬期になると始発に 3～4 名

程度利用される。 

〇冬期間の遅延、滑りやすい路

面が多く運行に注意が必要。 

■窪田線 

〇九里学園の通学、通勤、買い

物、通院利用がみられる。 

〇冬期になると第四中学校の生

徒も利用される。 

〇冬期間の遅延、滑りやすい路

面が多く運行に注意が必要。 

■糠野目線 

〇冬期になると、糠野目から窪

田までの利用がみられる。 

〇冬期間の遅延、滑りやすい路

面が多く運行に注意が必要。 

■市街地循環路線(左・右回り) 

〇平日は通勤、通学利用が多い。

車椅子の方や外国人も利用さ

れる。休日は買い物、観光が多

く、行先としてはイオン米沢

店が多い。 

〇冬期になると学生の利用が多

くなる傾向がある。 

〇市立病院の堤防、冬期間は渋

滞しやすく、滑りやすい。 

〇市役所付近の道路は渋滞しや

すく、次の便に間に合わない

こともある。ダイヤの見直し

や時間調整をしたい。 

■市街地循環バス南回り路線 

〇平日は、米沢女子短期大学の

利用が多い。平日・休日ともに

買い物、通院利用がみられる。 

〇冬期間の遅延、滑りやすい路

面が多く運行に注意が必要。 

〇米沢女子短期大学の時間割に

間に合うようなダイヤ修正が

求められている。 

〇路線バスと循環バスの重複区

間があり効率的な運行が必

要。 

■万世線 

〇万世小学校、米沢東・中央高校

への通学利用がみられる。 

〇冬期になると米沢工業高校の

生徒も利用される。 

〇工業団地への利用はあまりみ

られない。 

〇冬期は積雪により道幅が狭く

迂回することもある。 

〇フリー乗降区間で利用者を見

つけづらく対応に苦慮する。

特に冬期は視界が悪い。 

運行面の課題 現状 利用者や事業者からの要望 

カバーされていない 

エリア（公共交通の利用

が不便な地域） 

市街地拡大図 

レインボー号 小松線 
糠野目線 

上郷線 
万世線 小野川線 

米沢～仙台線 
白布温泉線 

市街地循環バス南回り路線 

市街地循環路線 

窪田線 

米沢駅と市街地が離れ

ており、市民の生活拠

点と交通拠点が異なる 

路線が重複している 


